
て新しい
＝ 一

両

のミカタ五つ

そして、その絶えざる変化には傾向・法則が

あるということですね。

AH

そうですね。

ですから最近では機能MRIというものが開発

され、脳の測定などその場その場の変化を見て

診断することを重要視するようになってきてい

ます。

“切り取った瞬間”では生命は捉えられませ

ん。生命は“不断の変化そのもの”なので、あ

る瞬間から次の瞬間への移行（運動）に生命は

現れるわけです。

MK

カイロでは神経機能を評価します。カイロの

機能神経学が最近注目されてきているのも、 さ

きほどの「生命はある状態から次の状態への移

行（変化・運動）に現れる」というミカタが広

がってきているからかも知れませんね。

AH

重要なのは変化させている自然の法則・機能

そのものを捉えたいということなんです。その

“変化させているもの”が本質で、 “変化した

もの”は本質ではないということなんですよ。

それはどこまでいっても結果に過ぎないんです。

でもそれは具体的に“変化していること”を

通してでないと捉えられない、という意味なん

ですよね。難しいかな？ （笑）

MK

ええ。 （笑） カイロの「生命の三位一体」っ
てことかな？

我々は通常「変化したもの」しか認識しませ
ん。

「変化させているもの」というのは本質・法

則ですから、それを取り出して観察することは

出来ないということですよね。

AH

そうです。

なので、 「体は絶対間違わない」ってこと。

正確にはその身体を成り立たせている自然の意

志、カイロでいう「イネイトインテリジェンス

は間違わないって意蜘なんですけど。

だから、たとえば電卓に数字を打ち込むと、

第8回
ー

【前回のテーマは「続々・命の応答j、今回は

「変化するもの、 させるもの」です｡】
MK

さて話を戻しますけど、先ほど朝倉先生は

‘‘変化する瞬間”を見てると仰いました。

ここでは人体を見るときに“三次元（縦、横、

高さ)”だけではなく、 “時間”という次元が含

まれ‘‘四次元”になっています。これってとて

も大事ですね。

AH

人間は単純な構造物ではありません。

これまでお話してきたように、内外からの様々

な情報を受信しつつ同時にそれらの情報に対し

応答している為、 「今という瞬間」と「次の瞬

間|ではすでに情報が置き換わっていて、応答

する結果に遠いが生じてくるので、 “その瞬間”

と“連続性”を捉えることを大切にしています。

例えば、カイロでもレントケン撮影をします

が、あの写真に映し出された姿は‘‘瞬間”を捉
えたものですよね？

極端な話、 「真っ直ぐに立っていた瞬間」に

撮影した画像と「体幹を傾けた瞬間」に撮影し

てしまった画像とでは、そこに映し出された形

態はまったく異なったものとなるわけです。こ

こで単純にその画像を構造的に捉えてしまうと

「なぜ真っ直ぐだったのか？なぜ曲がっていた

のか？」という理由とその過程は分からない為、

“その瞬間のみを切り取った”「真っ直ぐ」だ

とか「歪んでいる」という形態だけを捉えてし

まうので、 「背骨が歪んでいることが痛みや不

調の原因である」と見てしまうのでしょう。
MK

つまり実際は動的にどんどん変化し続けてい

るんだから、その“変化していること(運動)”

そのものを捉えないと、変化しつつある一瞬だ

けを切り取ってそれが固定されたものだと勘違

いすると全体が見えなくなる。だから“変化そ

のもの”を捉える必要があると。
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